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平
成
20
年
度
予
算
は
、
近
藤
区
長

が
自
ら
の
手
で
初
め
て
編
成
し
た
年

間
総
合
予
算
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
行
財
政
運
営
方
針
に
お
い

て
、
特
に
「
こ
ど
も
施
策
・
環
境
施

策
・
治
安
回
復
施
策
」
に
的
を
絞
り
、

集
中
的
に
行
財
政
資
源
を
配
分
し
た
。

厳
し
い
環
境
の
中
、
区
が
抱
え
る

課
題
等
に
ど
う
取
り
組
む
か
が
問
わ

れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。
「
魅
力
と
個

性
の
あ
る
美
し
い
生
活
都
市
」
「
自

立
し
支
え
あ
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

安
全
都
市
」
「
人
間
力
と
文
化
力

を
育
み
活
力
あ
ふ
れ
る
文
化
都
市
」

「
自
己
進
化
す
る
協
働
型
自
治
体
」

の
四
つ
の
分
野
別
に
予
算
編
成
が
な

さ
れ
、
複
数
年
度
方
式
、
包
括
予
算

制
度
に
よ
り
、
各
部
が
区
民
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
対
応
す
る
姿
勢
が
定
着
し

て
き
た
と
言
え
る
。

区
税
収
入
は
前
年
度
比
2.6
％
、
��

億
円
の
増
と
な
っ
た
が
、
自
主
財
源

確
保
の
点
で
は
、
引
き
続
き
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
区
財
政

が
国
庫
支
出
金
、
財
政
調
整
交
付
金

等
へ
の
依
存
度
が
高
い
こ
と
を
示
し
、

財
政
指
標
は
改
善
し
て
い
る
も
の
の
、

内
容
は
大
変
厳
し
い
も
の
と
受
け
止

め
ざ
る
を
得
な
い
。

と
り
わ
け
、
都
区
財
政
調
整
交
付

金
や
特
別
区
民
税
の
減
収
が
見
込
ま

れ
る
中
、
税
制
改
正
の
動
き
も
予
断

を
許
さ
ず
、
区
財
政
は
さ
ら
な
る
厳

し
さ
が
増
す
と
想
定
さ
れ
る
。
併
せ

て
、
義
務
的
経
費
の
伸
び
が
予
想
さ

れ
、
公
共
施
設
の
更
新
需
要
等
、
引

き
続
き
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
む

よ
う
要
望
す
る
。

な
お
、
協
働
の
基
本
理
念
に
基
づ

き
、
開
か
れ
た
区
政
を
目
指
す
上
で

大
切
な
の
は
分
か
り
や
す
さ
で
あ
る
。

区
民
に
理
解
し
や
す
い
言
葉
遣
い
を

是
非
心
掛
け
て
頂
き
た
い
。

最
後
に
、
次
年
度
の
予
算
編
成
に

あ
た
り
、
暫
定
税
率
等
の
廃
止
に
よ

る
竹
ノ
塚
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事

業
等
危
惧
す
る
点
も
多
く
、
新
線
開

業
に
伴
う
周
辺
ま
ち
づ
く
り
や
大
学

連
携
な
ど
様
々
な
課
題
も
あ
る
。
こ

れ
ら
に
留
意
さ
れ
る
よ
う
指
摘
す
る
。

今
後
も
、
地
域
資
源
を
発
掘
し
魅

力
あ
ふ
れ
る
足
立
区
を
築
き
上
げ
る
こ

と
を
期
待
し
、
本
特
別
委
員
会
に
お
い

て
我
が
党
委
員
の
指
摘

し
た
提
案
及
び
要
望
事

項
を
尊
重
し
、
そ
の
実

現
に
努
力
さ
れ
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

平
成
20
年
度
は
未
曾
有
の
経
済
危

機
到
来
で
区
民
の
生
活
と
中
小
企
業

を
ど
う
支
え
る
か
が
問
わ
れ
る
と
と

も
に
、
増
税
・
負
担
増
の
苦
し
み
の

中
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
導
入

さ
れ
怒
り
が
沸
騰
。
近
藤
区
長
に
お

け
る
２
年
目
の
決
算
で
あ
る
と
同
時

に
区
政
運
営
の
姿
勢
が
問
わ
れ
た
。

基
金
は
過
去
最
高
の

992
億
円
と

な
っ
た
。
一
方
、
お
金
が
な
い
と
言

い
な
が
ら
接
道
条
件
が
悪
い
土
地
を

購
入
。
本
当
に
必
要
だ
っ
た
の
か
疑

問
が
残
る
と
と
も
に
、
東
京
藝
術
セ

ン
タ
ー
と
竹
の
塚
公
共
駐
車
場
に
関

し
て
は
、
特
定
業
者
へ
の
多
額
の
税

金
投
入
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

昨
年
よ
り
生
活
が

苦
し
い
と
い
う
区
民

は
72.5
％
と
な
り
、
暮
ら

し
、
雇
用
、
営
業
を

守
っ
て
と
い
う
、
切
実

な
区
民
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
し
か

し
、
区
の
対
策
は
不
十
分
で
あ
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
重
視
と
言
い
な
が

ら
、
山
中
湖
林
間
学
園
は
廃
止
、
本

木
東
小
学
校
は
統
廃
合
。
認
可
保
育

所
を
積
極
的
に
作
ろ
う
と
し
な
い
。

正
規
職
員
を
減
ら
し
続
け
、
官
製

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
つ
く
り
、
図
書

館
の
指
定
管
理
者
で
の
運
営
は
立
ち

行
か
な
い
事
態
が
生
ま
れ
、
若
者
や

働
く
人
は
希
望
が
持
て
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
技
術
職
員
不
足
を
補
う
と

し
た
「
Ｐ
Ｍ
的
手
法
」
導
入
は
学
校

改
築
を
遅
ら
せ
た
。
保
育
料
は
値
上

げ
、
障
が
い
者
巡
回
入
浴
は
有
料
化
、

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
リ
サ
イ
ク
ル
せ

ず
焼
却
す
る
等
地
球
温
暖
化
防
止
を

進
め
る
姿
勢
が
弱
く
、
区
民
サ
ー
ビ

ス
は
低
下
、
暮
ら
し
応
援
の
姿
勢
に

欠
け
る
決
算
で
、
容
認
で
き
な
い
。

介
護
保
険
は
、
利
用
抑
制
で
多
く

の
区
民
が
困
る
一
方
、
余
剰
金
は
一

般
会
計
に
歳
入
す
る
等
の
問
題
点
を

厳
し
く
指
摘
し
て
き
た
。
し
か
し
、

基
金
を
活
用
し
、
保
険
料
値
上
げ
ス

ト
ッ
プ
を
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
均

等
割
で
１
千

800
円
の
値
上
げ
。
新
た

な
負
担
を
強
い
る
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
実
施
、
特
別
会
計
が
設
置
さ

れ
た
。
両
会
計
に
共
通
し
て
、
低
所

得
者
ほ
ど
保
険
料
負
担
増
の
割
合
が

高
く
、
高
額
所
得
者
ほ
ど
今
ま
で
の

国
保
料
よ
り
大
幅
に
負
担
が
減
り
、

所
得
再
配
分
機
能
を
弱
め
、
到
底
認

め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

近
藤
区
長
初
の
予
算
編
成
は
、
特

に
「
こ
ど
も
・
環
境
・
治
安
」
に
行

財
政
資
源
を
集
中
的
に
配
分
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
財
政
硬
直
化
の
一
因

で
あ
る
義
務
的
経
費
比
率
の
拡
大
が

続
き
、
23
区
の
平
均
を
超
え
て
い
る
。

全
体
を
通
し
て
、
歳
入
総
額
が
比

較
的
堅
調
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
特

別
区
債
の
年
度
末
現
在
高
は
86
億
円

減
の

9�3
億
円
、
積
立
金
は

�66
億
円
増

の
992
億
円
と
な
っ
た
。

区
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
拡
大
等
の
子

ど
も
施
策
、
公
園
新
設
等
の
環
境
施

策
、
ま
ち
の
美
化
と
防
犯
推
進
、
区

立
小
・
中
学
校
校
舎
の
耐
震
化
完
了

等
を
実
現
し
た
こ
と
は
評
価
す
る
。

ま
た
、
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー

の
利
用
者
も
一
日
平
均
５
万
５
千
人

と
順
調
に
増
加
し
、
人
口
も
66
万
人

を
超
え
た
こ
と
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
進
展
し
、
区
の
魅
力
が
増
し
た
と

言
え
る
。

　

し
か
し
、
特
別
区
税
の
減
少
と
、

社
会
保
障
関
連
費
の
増
加
、
更
に
は
、

国
の
補
正
予
算
見
直
し
で
全
て
が
定

ま
ら
な
い
中
、
今
後
は
、
ガ
ソ
リ
ン

税
の
暫
定
税
率
廃
止
に
よ
る
財
源
・

国
庫
補
助
金
の
減
少
で
、
竹
ノ
塚
駅

付
近
鉄
道
立
体
化
実
現
を
は
じ
め
と

す
る
各
施
策
推
進
に
向
け
た
歳
入
へ

の
大
き
な
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
。

区
民
を
守
る
た
め
、
現
状
を
全

職
員
が
実
感
し
、
我
が
党
が
推
進
す

る
「
事
業
仕
分
け
」
を
始
め
と
し
た

行
政
改
革
に
よ
り
選
択
を
進
め
、
重

点
項
目
に
取
り
組
む
こ
と
が
一
層
必

要
と
な
っ
た
。
待
機

児
童
の
解
消
、
小
規

模
多
機
能
施
設
等
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
、

介
護
予
防
事
業
の
充

実
、「
は
る
か
ぜ
」
路
線
網
の
更
な

る
拡
大
、
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
拡

大
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取

り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
大

規
模
災
害
発
生
を
想
定
し
た
対
策
強

化
、
区
民
に
親
し
ま
れ
る
公
園
整
備
、

区
関
連
施
設
が
費
や
す
公
共
料
金
等

の
一
括
管
理
と
見
直
し
等
へ
の
取
り

組
み
を
要
望
す
る
。

最
後
に
、
本
特
別
委
員
会
に
お
い

て
我
が
党
各
委
員
が
指
摘
し
た
事
項

を
重
く
受
け
止
め
、
提
案
・
要
望
事

項
に
つ
い
て
も
今
後
の
予
算
に
反
映

さ
せ
、
区
民
感
覚
を
大
切
に
区
政
運

営
し
、
そ
の
実
現
に
邁
進
す
る
よ
う

強
く
求
め
る
。

平
成
20
年
度
予
算

は
、
近
藤
区
長
に
な
っ

て
初
め
て
の
予
算
編

成
で
あ
り
、「
こ
ど
も
・

環
境
・
治
安
」
を
柱

に
し
て
い
た
。
よ
り
良
い
足
立
区
を

残
す
た
め
の
未
来
志
向
型
事
業
の
実

施
は
、
細
か
い
問
題
は
あ
る
も
の
の
、

全
体
と
し
て
高
く
評
価
す
る
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
歳
入
は
財

政
調
整
交
付
金
に
頼
り
、
自
主
財
源

で
あ
る
特
別
区
税
は
23
区
内
で
も
低

い
水
準
に
あ
る
等
厳
し
い
現
実
が
あ

り
、
構
造
的
な
問
題
と
し
て
区
政
を

脅
か
し
て
い
る
。

ま
た
「
環
境
サ
ミ
ッ
ト
in
足
立
」

に
つ
い
て
、
当
初
予
算
の
�0
倍
の

４
千

626
万
円
に
も
な
っ
た
問
題
も
あ

り
、
議
会
審
議
の
空
洞
化
を
招
か
ぬ

よ
う
、
反
省
と
検
討
を
お
願
い
し
た
。

さ
ら
に
、
ワ
ン
チ
ャ
リ
・
ツ
ー
ロ
ッ

ク
運
動
は
、
放
置
自
転
車
対
策
や
自

転
車
盗
を
さ
せ
な
い
た
め
の
教
育
等
、

時
間
を
か
け
て
取
り
組
む
内
容
が
少

な
い
傾
向
を
指
摘
し
た
。

加
え
て
、
次
の
指
摘
を
し
た
。

厳
密
な
予
算
編
成
と
執
行
率
の
向

上
。
区
で
働
く
非
常
勤
職
員
、
指
定

管
理
・
業
務
委
託
従
事
者
の
賃
金
・

労
働
環
境
整
備
の
た
め
の
公
契
約
条

例
の
制
定
。
一
括
で
網
を
か
け
た
地

区
計
画
の
見
直
し
。
教
育
基
本
法
・

学
校
教
育
法
・
学
校
給
食
法
等
、
関

連
法
令
の
遵
守
。
修
学
資
金
貸
付
の

弾
力
的
な
運
用
。
区
の
施
設
を
、
障

が
い
を
持
つ
方
に
も
使
い
や
す
く
す

る
こ
と
。
委
託
や
指
定
管
理
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
等
で
関
わ
る
民
間
事
業
者
の
十
分

な
選
定
と
監
督
。
生
活
保
護
受
給
者

や
年
金
生
活
者
も
利
用
で
き
る
介
護

施
設
を
支
援
し
、「
介
護
難
民
」
を
発

生
さ
せ
な
い
工
夫
。
カ
ラ
ー
も
含
め

た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進

や
相
談
等
を
受
け
付
け
る
担
当
や
窓

口
の
設
置
。
雇
用
創
出
を
伴
う
事
業

に
、
生
活
保
護
受
給
者
を
積
極
的
に

採
用
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
。
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
明
確
に
定
義
し
、
区
職

員
の
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
。
中
国

残
留
帰
国
者
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

こ
の
決
算
審
査
に
お
い
て
は
、
深

刻
化
す
る
不
景
気
が
、
区
で
も
「
格

差
」
の
問
題
と
な
っ
て
、
子
ど
も
や

お
年
寄
り
、
障
が
い
者
の
生
活
を
脅

か
す
と
い
う
面
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
指
摘
に
対
し
、
今
後

の
予
算
編
成
並
び
に
執
行
、
政
策
に

反
映
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。
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